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【協議第1号】

東大阪市版AIオンデマンド乗合ライドシェア事業について

第４回東大阪市地域公共交通会議

資料1



２

令和7年1月31日でAIオンデマンド乗合タクシー社会実験終了
（持続可能な交通手段となるか⇒収支改善が必要という評価）

「自家用有償旅客運送」の制度を用いて、市が主体となり、
AIオンデマンドシステム乗合交通を実施
（東大阪市交通マスタープラン(策定中)に位置付け）

事業実施にいたる経緯

【協議第1号】東大阪市版AIオンデマンド乗合ライドシェア事業について

・複数事業者に事業の継続を
打診したが、継続不可
・一定の利用ニーズ
・市民等から、多数の要望

社会実験で得られた知見を
活かし、持続可能な移動手
段となる事業の実施を検討

第３回東大阪市地域公共交通
活性化協議会を実施



３

第３回東大阪市地域公共交通活
性化協議会（令和7年3月28日）

東大阪市地域公共交通活性化協議会について
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東大阪市交通マスタープラン
（策定中）へ位置付け

東大阪市交通マスタープラン
（策定中）の地域公共交通計
画編に載せる事業として協議

市が主体でAIオンデマンド
乗合交通を実施



４

道路運送法第78条2号の「自家用有償旅客運送」
の制度を用いて、市が主体となって事業を実施

「自家用有償旅客運送」の実施には道路運送法第
79条より国土交通大臣の登録が必要

登録にあたっては、事業内容について、東大阪市地
域公共交通会議で協議を調える必要がある

地域公共交通会議における協議の必要性
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東大阪市版AIオンデマンド乗合ライドシェア事業 社会実験の概要
項目 内容

実施主体 東大阪市

根拠法令 道路運送法第７８条第２号（自家用有償旅客運送）※事業者協力型
道路運送法施行規則第４９条第１号（交通空白地有償運送）

協力事業者 大阪バス株式会社（運行管理、車両整備など）

期間 令和７年８月中（目標）～令和１０年３月３１日まで
(利用状況により社会実験継続が困難な場合は事業を終了する場合あり)

運行区域 東大阪市、東部エリア（右図）

運行方式 設定した区域内で乗降場所を設定し、運行ルートは定めずシステムが自
動生成した経路で運行する方式

配車方法 スマートフォンアプリ、電話

システム事業者 株式会社cicac

運行日時
運行時間

月～金曜日（祝休日及び年末年始１２月２９日～１月３日を除く）
９時～１８時（うち１時間は休憩時間）

運行台数 電気自動車２台（日産リーフ ５人乗り）

運送する旅客の
範囲及び人数 地域住民等の利用者（乗合人数は1台につき、最大４人まで）

運賃
大人：５００円 子供（小学生）：半額
未就学児：無料（同乗者１人につき1人無料、２人目からは子供料金）
（人件費、保険料、運行管理費、燃料費等の実費の範囲内（道路運送法
施行規則第５１条の１５））

■運行区域

■乗降スポット数
概ね100箇所で開始


